
⑥ 組織拡大表彰に該当する組織は、8月 23日までにデータベース入力を終え、

中央本部に申請します。表彰対象は、県本部と中央登録 100人以上の支部で以

下の基準を達成した組織です。 

❶ 第 20回大会時点の組合員人数を基準に第 21回大会直近までに純増 15％

以上の組合員を拡大した県本部と支部を最優秀組織として表彰し副賞を贈

ります。 

❷ 上記同様に純増で 10％以上の組合員を拡大した県本部と支部を優秀組織

として表彰し副賞を贈呈します。 

❸ 上記同様に純増で 5％以上の組合員を拡大した県本部と支部を準優秀組

織として表彰し副賞を贈呈します。 

❹ 中央登録 30 人以上 100 人未満の支部は、上記の基準で第 20 回定期大会

直近の時点で純増 30％以上の組合員を拡大した場合に、特別賞として表彰

し､副賞を贈呈します。 

❺ 上記の基準を満たさない場合でも、組織拡大（年間 50名以上）を目安に

して中央執行委員会が認める奮闘を展開した組織を表彰し、副賞を贈呈し

ます。 

 

 

 

 

 

第 21回定期大会迄あと 24日間！ 

大会以降の拡大報告は 1,090人（8/6現在）

第20回大会以降、8月7日まで

に中央本部に報告された組合員

拡大の到達点は新結成11組織55

人、組織内拡大157組織1,035人

の合計1,090人となりました。全

国の仲間の奮闘に心より敬意を

表します。第21回定期大会までの残り24日間、各組織で仲間を増やす活動にとりく

みましょう。中央本部への報告を徹底してください。 

夏季闘争の補強方針で確認された拡大の表彰基準を掲載します。 

 

 

     2019年 8月 7日   Ｎｏ.8 

全日本建設交運一般労働組合 中央本部 

2019年夏季闘争推進ニュース 

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 計
組織数 1 0 2 2 3 1 2 0 0 0 0 11
拡大人数 9 0 11 2 4 20 9 0 0 0 0 55
全体組織数 33 42 51 41 28 38 34 48 26 22 14 377

組織数（重複除く） 33 33 29 17 8 11 5 17 2 1 1 157
拡大人数 67 82 133 117 63 98 100 143 142 59 31 1035

76 82 144 119 67 118 109 143 142 59 31 1,090

2018年度9月～　組織拡大数

新結成

組織内

組合員拡大合計人数



安倍ニモマケズ、風ニモマケズ、夏ノ暑
サニモマケヌ、大牟田支部民間分会 

大牟田支部の現役世代組・民間分

会は、7月 21日に定例会議を開き、

地元での宣伝場所について議論を

重ねていました。元々予定していた

学生向けのＪＲ銀水駅・西鉄銀水駅

宣伝行動に今度こそはと意気込ん

でいましたが、分会員から「8月は

学校夏休みじゃね？」と言われ、「あ

たた、そうやった・・・」と意気消

沈。 

しかし、仲間は言いました、「大

牟田中心街の大規模商業施設ゆめ

タウンでこれまで 2 ラウンドやっ

てきたなら、今度は大牟田西側のイ

オンでやろう！客層は全く違うは

ず！」この言葉に救われました。 

 8 月 5 日 16 時から西の大型商業施設イオンでの、建交労知名度アップ宣伝に 4

人の仲間が参加しました。実は、翌日の天気は台風が大牟田を直撃する予報が出て

いました。やるなら今でしょ！と買い物客や学生客など広範な人々に大牟田支部オ

リジナルチラシを配りました。今回は、35度を優に超える猛暑の中でもチラシ 500

枚を配り切り、色んな反応が見られました。これまでなかなか受け取りがよくない

学生でしたが、「もしかしてブラックバイトでこき使われよらんね？ アルバイト

でも労働者バイ。労働法制がお兄ちゃん達を法律で守ってくれるし、最低賃金も守

られないかんとよ。困った時は建交労やけんね。」とはずむ対話。労働法制の改悪

から労働者を守る為に、まさに安倍ニモマケズ、明日の台風ニモマケズ、夏ノ酷暑

ニモマケヌ、民間分会でした。 

19夏季一時金要求提出 194組織 45％ 
支給日を意識して団交・回答を引き出そう 
夏季一時金のとりくみは、8月7日現在で要求提出194組織45％です。 

すでに夏季一時金は例年では、各職場で支給日を迎えています。各組織で、職場

の点検や激励、業種別の対策などをおこないましょう。また、19春闘が解決してい

ない組織も少なくありません。各自の到達については、データベースへの入力をお

こないましょう。 



 

2019年夏季一時金回答状況（県別）　2019年8月7日現在

地本名 交渉単位数 要求提出数 要求提出率（％） 要求額（円） 回答数 回答額（円） 前年比（円） 妥結数 妥結額（円） 前年比（円）

JR 8 6 75.0 939,583 6 728,527 -13,556 0

北海道 19 7 36.8 433,333 1 403,376 12,483 1 403,376 12,483

青森 4 0 0.0 0 0

岩手 3 1 33.3 455,332 1 297,265 44,931 1 297,265 44,931

宮城 1 0 0.0 0 0

秋田 3 0 0.0 0 0

山形 1 0 0.0 0 0

福島 2 0 0.0 0 0

茨城 3 2 66.7 785,000 3 513,169 -64,935 3 513,169 -64,935

栃木 5 3 60.0 766,667 2 0 -490,167 0

群馬 4 1 25.0 543,000 1 448,431 59,875 1 448,431 59,875

埼玉 17 0 0.0 0 0

千葉 1 0 0.0 0 0

東京 30 12 40.0 941,123 6 475,021 -36,277 6 475,321 -36,170

神奈川 18 10 55.6 796,217 10 157,075 -103,169 8 249,121 -24,964

新潟 4 1 25.0 785,000 0 0

富山 2 2 100.0 570,000 2 407,000 57,429 2 407,000 57,429

石川 0 0 0 0

福井 0 0 0 0

山梨 1 0 0.0 0 0

長野 1 1 100.0 800,000 1 0 -250,000 1 0 -250,000

岐阜 6 1 16.7 620,000 3 171,150 -74,150 3 171,150

静岡 13 10 76.9 746,194 5 361,555 -27,897 0

愛知 69 35 50.7 573,588 42 368,936 -8,909 41 381,864 -12,288

三重 4 0 0.0 0 0

滋賀 7 5 71.4 540,000 5 255,524 18,011 5 255,524 -26,368

京都 36 29 80.6 665,517 19 240,397 14,690 13 233,934 13,612

大阪 46 31 67.4 797,097 29 331,907 -21,128 26 474,050 111,644

兵庫 60 9 15.0 810,000 7 348,132 -43,394 7 348,132 -43,394

奈良 1 0 0.0 0 0

和歌山 15 5 33.3 334,400 5 145,400 -67,743 4 156,750 -56,393

鳥取 2 1 50.0 700,000 1 255,000 30,000 1 255,000 30,000

島根 0 0 0 0

岡山 0 0 0 0

広島 5 3 60.0 883,333 1 750,000 15,000 1 750,000 15,000

山口 0 0 0 0

徳島 7 6 85.7 783,333 0 1 321,500 -7,867

香川 0 0 0 0

愛媛 0 0 0 0

高知 1 0 0.0 0 0

福岡 12 11 91.7 330,954 11 301,162 51,523 11 301,162 51,523

佐賀 2 1 50.0 835,016 1 755,856 -4,131 1 755,856 -4,131

長崎 1 1 100.0 498,750 1 264,830 64,510 1 264,830 0

熊本 8 0 0.0 0 0

大分 4 0 0.0 0 0

宮崎 0 0 0 0

鹿児島 1 0 0.0 0 0

沖縄 4 0 0.0 2 135,000 57,500 0

全国平均 431 194 45.0 686,018 167 328,997 -17,503 140 360,481 6,529

月給


